
学びの基盤づくり部会

１つくる

２なれる

３まもる

１ 学級力向上の取組
２ 「南っこ学習のきまり」の児童への周知
３ 全校に向けたSST動画配信

１ ICT活用系統表
２ 授業における、端末の日常的な活用

１ 情報モラル教育
２ 共通実践としての重点取組（一分前着席）
３ タブレット使用の約束



１ つくる

２ スマイルタイムアンケートの工夫について

いろいろなスマイ
ルアクションが実
施されている。

学活の中に位置づけた
話し合い活動としての
「スマイルタイム」にお
いて、アンケートから作
成したレーダーチャート
を吟味する。

レーダーチャートや話
し合った結果を掲示し
ておくことで、スマイル
アクションの共有化と
意欲づけをねらってい
る。○ スマイルアクション例
スマイルアクション例

・はなまる貯金

・ビー玉貯金

子ども達の話し合い
の例
「よかったところはど
こですか。」
「課題点はどこです
か。」
「スマイルアクション
は何にしますか。」

学びの基盤づくり部会

１ 学級力向上の取組ついて



スマイルアクションの話し
合いの参考例として、これ
まで取り組んだ事例を整
理して一覧表にまとめた。

○スマイルアクションの玉手箱

○スマイルタイムアンケートの工夫

○そして、やさしさいっぱいの南小に

レーダーチャート作成のた
めのアンケートは、学年の
実態を考慮して、内容に
変化をもたせることができ
るようにした。

左は6年生のレーダー
チャート。

校長室の前の掲示
板には、やさしさの
事例の花が集まっ
て咲いている。学
級力を向上させ、
やさしさいっぱい
の南小を作ってい
くことをねらってい
る。



低中高それぞれの「南っ子学習のきまり」を５月の児童集会で共通
理解を図り取り組んでいる。

今年度は「南っ子学習のきまり」の中にタブレットを使用するときの
きまりをもりこみ、共通実践事項として児童に示した。

将来につながる人間関係力向上のため、全校児童に向けてソーシャル
スキルトレーニングを共通実践することを計画。

「南っここころタイム」として動画を作成し、配信する取り組みを行っている。

※話題提起から解決
方法を紹介、ロールプ
レイまでクラスで行う。

児童集会で利用したスライド

低・中・高系統だった
学習のきまり

南っここころタイムのスライド

２ 「南っ子学習のきまり」の児童への周知

３ 全校児童に向けたSST動画配信



児童にとってICTが効果的な学びのツールになるように、学年や
発達段階に応じた系統的な活用を行っている。タブレット上での文
字入力や思考の整理、タブレットを持ち寄って対話するなど、主に
タブレットを使った学習になれる。
以下の表が、ICT活用の系統表の一例である。

低学年

中学年

高学年

２ なれる

音読の様子を録画
したり、
登場人物の気持ち
を図を使って考え
ている様子

自分の考えを入力し
て、友達と意見を交
流している様子

国語で、音読の様
子を録画したり、
登場人物の気持ち
を図を使って考え
ている様子

１ 学級力向上の取組ついて

２ 授業における、端末の日常的な活用



１ 情報モラル教育について

２ 共通実践としての重点取組（一分前着席）

NTTドコモのオンラインによ
る「スマホ・ケータイ安全教
室」を実施したり、人権擁
護員の方からお話をしてい
ただいたりしている。（本年
度は１２月に 実施予
定。）

サイトを利用し、各学年の
発達段階に応じて、イン
ターネットの使い方につい
てクラスで考え、確認する
時間を設けた。

３ まもる

「つくる」チームでは、全学
年で【１分前着席】を共通
実践事項とした。そのため
に休み時間の過ごし方を見
直し優先的に取り組むこと
をポスターにして、各教室に
掲示した。

また、落ち着いた雰囲気
の中で一斉に授業が始め
られるよう、開始１分前には
ベルをならし、１人ひとりが
授業開始の意識を持てるよ
う取り組んでいる。



１ 学校でタブレットパソコンを

使用するときのルールを決め、

児童に指導するためのカード

を作成する。（資料１）

２ タブレットパソコンを家庭へ

持ち帰るときのルールを決め、

児童に指導するためのカード

を作成する。（資料２）

３ 児童がタブレットパソコンを

学校で使用する際に、資料１

の内容を指導する。各教室の

パブレット保管庫の扉に掲示

しておく。

４ 児童がタブレットパソコンを

家庭に持ち帰る際は、資料２

の内容を指導する。また、タブ

レットパソコンとともに、ルー

ルのカードも持ち帰らせる。

３ タブレット使用の約束


